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田.お わ りに
1.は じ め に
工業経営の大規模化にともなって,経 営の会計制度に一つの決定的な変化が
生じた。すなわち,企 業を管理してい くためには外部に関する取引を記録する
だけでな く,同時に経営内部の諸過程の取引も継続的に記録す る必要性が生じ
たのである。元来,企 業の会計は外部取引の記録を中心に取 り扱っていた。 し
かし,経営管理上の理 由などから経営内部におけ る価値移転の把握 と計算が重
視されるようになると,内部取引の記録 も考慮せ ざるを得な くなる。 したがっ
て,企業には外部過程の会計と内部過程のそれとが存在す ることになる。 この
両者は当初並存していたが,や がて相互に結合し,一 つの会計制度を形成する
に至った。だが,こ こ数十年来この両者は再びその関連性を解いてい く傾向を
強めている。 さて,具 体的に財務簿記(財務会計)と原価計算との関連性で上述
の過程を考えてみよう。
一企業の会計制度として原価計算とい う用語を使用するとき
,それは財務簿
記と有機的関連性を有する原価計算すなわち原価計算制度を意味す る。 しばし
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ば,原 価計算制度の成立は原価計算成立の メル クマール として用いられる。例
えば,有 名な会計史家であ る リ トル トン(Littlet・n,A.C.)は財務会計 と有機 的
関連性を もつ原価計算(原 価計算制度)こそがまさに原価計算であると定義し,
{i)
原価計算は19世紀の産物であると主張している。 どちらか と言えば,多 くの会
計史家は リ トル トンの説に同調し,原 価計算成立の メル クマールを財務会計 と
の有機的関連性の成立に求めている。
佐藤教授に よれば,原 価計算は今 日のような経営内部の計算制度 として成熟
(2}
す るまでに次の諸形態 を経てきた。
1)形 式的 ・実質的二元形態の原価計算時代
2)形 式的 ・実質的一元形態の原価計算時代
3)形 式的一元 ・実質的二元形態の原価計算時代
まず,初 期的な企業 の会計制度 として,原 価計算 と損益計算 とは形式的関係
(帳簿技術士)に おいて も,実 質的関係(計算原則上ならびに計算技術上)に おいて
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もまった く関連性を有していなかった(形式的 ・実質的二元形態)。
やがて,こ の両者の間に,形 式的 ・実質的関係が生 まれた。 この計算形態の
もとでは,原 価計算における原価記帳 と期間損益計算における費用記帳 とが帳
簿技術的に並行 し,原 価 と費用 がすべての計算段階を通 じて同一の計算原則で
ω
貫かれている(形式的 ・実質的一元形態)。
さらに,上 述の流れ とは逆に原価計算 と期間損益計算 とが分離 してい く傾向
が強 まった。 こうして誕生した計算形態が,形 式的一元 ・実質的二元形態であ
る。 これは原価計算 と期間損益計算 との間に形式的な関係は存在す るが,実 質
的な関係は断絶している。 したが って,原 価計算は給付単位計算 と経営簿記が
結び付いた原価計算簿記 とい う形態で,財 務簿記に対立す る計算体系 として独
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立 している。
要するに,当 初,原 価計算は財務簿記 と有機的関連性を有していなかったが,
一元組織に看取され るような財務簿記 との結合関係を有す るよ うになった。や
がて,こ の一元組織は二元組織へ と展開す るに至 る。 こうした展開を見てい く
過程において,私 たちは次の よ うな解決しなければならない問題に逢着する。
一一財務簿記と原価計算の関連性について一一85、
1)一 元組織は,な にゆえに二元組織へ と移行したのか。
2)原 価計算 と財務簿記 とはいかなるかかわ り合いを持 っているのか。
なお・上記の問題を考察す るために,と くに ドイツの会計システムを取 り上
げて・論述を進めていきたい。 このために,本 稿においては財務簿記 と経営簿
記 との相互関係,す なわち一元組織 と二元組織の叙述が中心になされ る。
皿.財 務簿記 と経営簿記
企業 の計 算制 度(betrieblicheRechnungswesen)は,外部取引 お よび 内 部 取 引
の会計,そ れ と並ぶ他 の部分 領域 か ら構成 され てい る。 お もに,次 の よ うに区
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分す ることが可能 であ る。
1)財 務 簿記,お よび貸借 対照表計 算(FinanzbuchhaltungundBilanz)
2)原 価 計算(Kostenrechnung)
3)経 営経 済統計,比 較計算(BetriebswirtschaftlicheSta.tistikundVergleichs-
rechnung)
4)計 画 計算(Planungsrechnung)
これ らの計算分 肢は記録任務,管 理任務,情 報提供 任務 な どさまざまな任務
を遂行す る。 また,計 算制度 の構 成 と機構 は業 種,経 営規模,生 産方法な どの
経営 固有 の事情 に左右 され る。 と くに,業 種につ いて言 えば,計 算 制度の強調
点は,工 業 の場 合には 製品原価 の算定 と製造工程 の経 済的 な運営 のために,発
生 した原価 を 集計 ・計算す る ことにあ り,商 業 の場 合には損益 を算定す るため
　
に,販 売高や商品在庫を記録す ることにある。 こ うした計算制度のなかで,製
造企業の会計制度 としては財務簿記 と原価計算がきわめて重要な役割を果たす。
ここで,少 し原価計算の体系について考えてみたい。
原価計算は、さらに経営簿記(Betriebsbuchhaltung)と給付単位計算(Kalkulati・n)
に区分す ることがで きる。経営簿記は生産過程における価値 の流れ を簿記の形
式で期間的に把握 ・計算す るが,給 付単位計算は簿記的形式をとらずに原価計
算表などで給付単位原価を算出す る。現実の会計実践において,両 者は給付単
位計算が経営簿記にその計算数値を提供す るとい う形で経営簿記に組み入れ ら
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れ,相 互に結びついている。 また,経 営簿記は,財 務簿記 と給付単位計算 とを
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結合す る連結環の働 きをし て い る(図1を 参照せよ)。すなわ ち,リ トル トンが
図1原 価計算体系と総体簿記体系
総体輪 ぽ 竃 一
給付趾 計算」醐 計算
(出典:佐藤好孝著r現代消費主義原価計算の
理論』21頁より)
主張する財務会計 と有機的関連性を有
する原価計算(原価計算制度)とは,給
付単位計算が経営簿記とい う連結環に
よって期間化されて,財 務簿記に結び
つ く形態を呈しているのである。した
がって,原価計算制度の体系を理解す
るためには,財 務簿記 と経営簿記がいかなるものであ るかについて考察 しなけ
ればならない。
財務簿記 と経営簿記は,総 体簿記体系 のなかでそれぞれ別 々の役割を果して
い る。
財務簿記は また営業簿記(Geschaftsbuchhaltung)とも呼ばれ,「全体的 な価値
⑨
増加や価値費消ならびに一期間内の資産 ・資本構成の変化を把握す る」 とい う
目的を持つ。すなわち,それは計算期間内に把握した収益 と費用を損益計算書
において対応づけ,決算 日における資産や負債の在高を貸借対照表に示し,そ
れぞれ同一の成果を計算する体系 であ る。他方,経 営簿記は,「給付単位計算
とともに,経営給付の造出や換価の際に生じた原価を把握し,分 配し,算 定す
ll9
るとい う任務を負っている」。ゆえに,経営簿記は経営内部の価値移転 を記 録
する簿記体系であり,いわば原価計算の勘定的表現でもある。
以上の両簿記の相違点を醜 搬 はさらに次の二点躍 聾しておら認 。
1)両 簿記の相違点の第一として,両 簿記のもつ性格上の相違があげられる。
すなわち,一 方の財務簿記が,企業の公に認められ,か つその方向が外部
に向けられた,い うならば外部の利害関係者に対して公表または発表する
ことを狙いとしている簿記であるに対して,他方の経営簿記は,経 営内部
の計算制度としてその方向が経営の内部に向けられ,価 値創造の過程すな
わち製造過程を徹底的かつ着実に計算的に明らかにすることを狙いとして,
いる簿記である。
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2>経 営簿記 も財務簿記 と同様に実はやは り一種の期間計算であ り,こ の点
では,原 価 負担者の期間計算 としての経営簿記は,収 支的期間計算である
財務簿記 となんら区別することはで きない。 しかし,経 営簿記は,財 務簿
記 とは全 く別 の領域 で行われ る計算であると同時に,収 支的期 間計算 とし
ての財務簿記の本質的特徴か ら離れ て,給 付原価計算的性格を帯びている。
このため,経 営簿記の成果計算では,収 支的期間損益計算の構成要素であ
る費用 と収益 の代わ りに,給 付原価計算上の概念た る原価 と給 付(給 付収
益)と が とって代 る。 したがって,財 務簿記では費用 と収益 とを関連 づけ
てその成果計算が行われ るのに対 して,経 営簿記では原価 と給付 とを関連
づけて月次損益計算の形でその成果計算が行われ るところにその本質的相
違が求められ る。
この ように,財 務簿記 と経営簿記は相互に性質,役 割を異にする。両簿記の
組織的な結び付きば各種考えられ る。 ヴェーエ(W6he,G.)によれ ば,財 務簿
記 と経営簿記は経営内において次の二つの形態で実施され うるとい う。
1)財 務簿記 と経営簿記が統一一体を形成す る。す なわち,総 体簿記(Gesamt・
buchhaltung)は,何ら区分 されない。 この場合,経 営簿記は 自己完結的 な
勘定 システム(geschlossenenKontensystem)のもとでおこなわれ る。つま り,
計算は 自己完結的な計算サ イクルのなかである勘定から他の勘定へ と押し
進め られ るのである。なお,成 果(Erf・lg)の算 定 は経 営 成 果(Betriebs・
ergebnis)が売上原価(K・・tenderabgesetztenProdukte)と売上収益の差額
から,な い しは半製品や製品の在高変動を加味した 製 品 原 価(Kostender
produziertenKostentrager)と売上収益の差額から算定 され,さ らに中性費用
(neutralenAufwendungen)と中性収益(neutralenErtragen)の対応づけから,
中性成果(neutraleErgebnis)が計算 されては じめておこなわれる。 こうし
た計算方法は,す べての取引が一 内部経営的であるか,外 部経営的であ
るかにかかわ らず一ー一つの自己完結的な計算サ イクルのなかで まとめて
記録 され るので,「一元組織」 と称 され る。
2)財 務簿記 と経営簿記が区別 され る。 この場合,各 々が自己完結的な二つ
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の計算サ イクルを 有す る。 これ は 「二元組織 」 と呼 ばれ る。 この シス テム
では,財 務簿記は 発生 した 費用 と獲得 した収 益 を計 算 し,そ れ らを損益計
算書(Gewinn・undVerlustrechnung)におい て対 応づけ る。 したが って,総
成果(Gesamterf・lg)は内部経 営計算(innerbetrieblicheAbrechnung)がお こ
なわ れ ることな く,半 製品 と製品 の在 高変動 を考慮 して算定 され る。 か く
て,内 部 経営計算 は別の計算 サ イ クル(経 営簿記)で お こ な わ れ る。経 営
簿記 では,原 価 負担老 の原価 が収益 と対応 づけ られ,在 高変動 が斜酌 され,
経営成 果 が計算 され る。 こ うした二元組織 の も とで計算 の統一性 は対 照勘
定(Spiegelbildk佃t・)や経 過勘定(Ubergangsk・nt・)を媒介 とす る両 計算 サ イ
⑱
クルの結合に よって保たれ る。
以上 が ヴ ェーエの財務 簿記 と経 営簿記 の組織的 な統合形態 の説 明であ る。 こ
れ を要約す る と,お おむね次 の よ うな体 系 とな る。
L－ 元 組織(Einkreissystem)
2.二 元 組織(Zweikreissystetn)
i)対 照勘定 組織(Spiegelbildssystem)
li)経過 勘定 組織(UbergangSSyStem)
こ うした体 系を以後,ヴ ェーエの所説 に依拠 し て明らかに してい きたい。
L－ 元組織
‖田一元組織におけ る決算は次のような手順でおこなわれる。
1)ま ず,ク ラス0(設 備,資本勘定),クラス1(財務勘定),クラス3(原 材
料,補助材料,工場消耗品勘定),クラス7(半 製品,製品勘定)の 各勘定 へ期
首在高として,開 始貸借対照表から借方勘定や貸方勘定の残高が振 り替え
られ る。
2)そ の次に原価 と等 しい,つ ま り経営給付造出の際に発生したすべての費
用が,原 価種類勘定(ク ラス4)に 借記 され る。 だが,中 性費用 は ク ラス
2だけに記載 され る。 クラス2に は,経 営給付 の造出や 販売に関係のない
すべての費用や収益を記入す る。それゆえ,ク ラス2の 金額は中性成果を
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集計す る クラス9(決 算勘定)へ 直接振 り替えられ る。
3)さ らに,ク ラス4は 付加原価(Zusatzk・sten)一計算原価種類すなわ ち
減価償却費,利 子費,危 険費,企 業家賃金一ー 一でもって借記され る。 これ
に相応す る費用(財 務政策的減価償却費,他人資本利子,実際に発生した危険損
失)の 境界づけは,ク ラス2に おいてお こなわれ る。 クラス2の 金 額 は,
前述の通 りクラス9へ 直接に振 り替え られ る。 また,ク ラス2は 期間的に
何 ら一致をみない費用 と原価(事 前給付や事後給付,例えば保険料)を 境界づ
ける。
4)ク ラス4の 原 価 種 類 勘 定 の 締 め 切 りは,部 門 費 振 替 表(Betiebsab-
rechnungsb・gen)に数値を振 り替える ことに よってお こなわれ る。 部門費配
賦表を用いて,各 原価種類は配賦基準に もとついて,原 価部門へ配賦 され
る。共通原価部門費や補助部門費を主部門へ配賦 した後,計 算 された部門
間接費は クラス5に 借記 され る。 クラス4の 間接費種類勘定 とクラス4の
原価部門勘定の残 高の合計は,一 致す るはず である。なぜならば,部 門費
振替表に おいてあたえられた数値が振 り替えられたにす ぎないからであ り,
加算お よび減算がおこなわれ ないか らである。
5)ク ラス5で は,製 造 原価要素(Herstellkosten)をクラス6(製 造勘定)へ
振 り替える。すなわ ち,製 造 賃金,製 造間接費,製 造材料 費,間 接材料費
の各勘定は締め切 られ,そ の合計額は クラス6の 製造勘定 に借記 され る。
管理間接費(Verwaltungsgemeink・sten)および販売間接費(Vertriebsgemein-
kosten),販売特別 費(Sonderk・stendesVertr三ebs)の各勘定はさしあたって
その ままである。
6)ク ラス6の 製造原価は,半 製品お よび製品 勘定(ク ラス7の原価負担者勘
定)へ 振 り替 えられる。 これを もって,給 付造出過程 の計算が終 了す る。
7)販 売 した製品の原価は,ク ラス8の 売上勘定 に借記 され,製 品勘定に貸
記 され る。半製品 と製品の期末在高は,決 算の際に貸借対照表(Bilanz)へ
振 り替えられ る。 さらに,売 上勘定には管理間接費および販売間接費,製
品を販売す るに要した販売特別賞が借記 され,ク ラス5の それに相応 した
90-一 経 理 知 識一
箸勘定 に振 り替 え られ る。 これ で,ク ラス5の 最終 締 め切 りを お こな う。
こ うして,売 上勘定 の借 方側 に総 原価(製 造原価+管 理間接費および販売間接
費+販 売特別費)が 集計 され る。 売上 勘定 の貸 方 には,ク ラス1の 財務 勘定
上 に示 された売 上収益 を記入 す る。 これ で,給 付実 現 過程 の計算 もまた終
了 した こ とに な る。
8)売 上勘 定 の残 高 は経営成 果(Betriebsergebnis)を示す こと とな る。 さ らに,
そ れは経 営成 果勘定(ク ラス9)に 振 り替 え られ る。 ク ラス2の 中 性 費 用
と中性 収益(neutralenAufwendungen岨dErtrage)は統 括 境 界 勘 定(Ab・
grenzungssammelkonto)で集計 され る。 この勘定 の残 高は 中性 収益 を示 す。
さらに,経 営成 果 や 中性成 果 は損益勘 定(Gewinn・undVer!ustkonto)でとも
に 総成 果を形成す る。損益勘定 の残高 や半 製品,製 品勘 定 の残 高(期 末在高)
は 決算 残高勘 定(SchluBbilanzkont・)へ振 り替え られ る。
上述 の通 り一 元組織 では,1)か ら8)ま での手 順 で決算 が お こなわれ る。 こ
個
うした過程を図示すると図`の ようになる。一元組織は財務簿記 と経営簿記と
が同一の計算サイクルのなかで実施されるとい う点に最大の特徴を有す る。
2.二 元組織
前節 では一元組織の決算に至るまでの手順を瞥見 してきたが,本 節では二元
組織のそれをみてい きたい。
二元組織は,対 照勘定組織や経過勘定組織で実施 され うる。つ ま り,二 元組
織では財務簿記 と経営簿記 とが別個の計算サ イクルのなかでお こなわれ るので,
両計算体系を結びつけ るために対照勘定や経過勘定を用 いるのであ る。 これ ら
もまた,ヴ ェーエの説明をみてい きたい。
i)対照勘定組織
二元組織は,財 務簿記 と経営簿記がそれぞれ 自己完結的な二つ の計算サ イク
ルを有している。 この場合,対 照勘定組織では計算の一貫性 と統一性を計るた
めに,両 計算サ イクルは対照勘定(Spiegelbildkonto)によって相互 結びつ け
られてい る。勘定組織からみ ると,財 務簿記 と経営簿記はそれぞれ次の よ うな
図 皿 一元組織における勘定流れ図
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FM・=製造材料費,FL=製 造賃金,FGK=製造間接費,MGK=間 接材料費,VwGK=管理間接費,VtGK==販売間接費,SKVt=:
販売特別費,GK=間 接費,KK=計 算原価,HK=製 造原価SK=総 原価,VE・=売上収益,NE=中 性収益,BE=経 営成果,BA
=財務政策的減価償却費,NA=中性費用
(出典:Wδheα,」D'nプ 砧'"〃gindteA〃8eme鋤Betriebswirtschaftslehre・14Aufi'・S'1186・よ り) ??
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勘定にかかわ る。
1)財 務簿記:ク ラスO-4の 諸勘定,ク ラス7-9の 勘定 の一部
2)経 営簿記:ク ラス5-9の 諸勘定
ここで,財 務簿記 と経営簿記のそれぞれの決算手順 をみてい きたい。
ttQ
aa)財務簿記
1)ク ラス4ま での計算は,一 元組織 と何 ら変わ らない。だが,ク ラス4の
数値は経営簿記の ように,部 門費振替表を介して クラス5に 振 り替えがお
こなわれ るのではな く,財 務簿記 では直接に損益勘定へ振 り替えられ る。
2)ク ラス8の 売上勘定は原価負担者 ごとに区分 され るのではな く,,総収益
のみを示す。 これに対応す る対 照 記 入(Gegenbuchungen)は,クラス1の
財務勘定の借方になされ る。売上勘定は,損 益勘定 に売上総収益(Brutt(ヶ
verkaufserl6s)を提供す る。
3)財 務簿記において,ク ラス7の 製品勘定は決算のみに役立つ。つ まり,
この勘定は期首在高,期 末在高そしてその差額 としての在高変動を明らか
にす る。個 々の増減は明確ではないが,こ の数値は経営簿記の製品勘定に
記入され る。期首在高は開始貸借対照表か ら,期 末在高は締切貸借対照表
(SchluBbilanz)からそれぞれ導 出され る。在高変動は損益勘定へ振 り替えら
れ る。 より厳密に言えば,在 高の減少額 は 費 用 側(Aufwandsseite)へ,在
高の増加額は収益側(Ertragsseite)へ振 り替えられ る。
4)中 性費用や中性収益は クラス2か ら統括境界勘定を経 由して,損 益計算
へ と受け継がれてい く。 1
5)し たが って,損 益計算 書は経営 費用 と 中 性 費 用(betrieblichenUndneu-
tralenAufwandungen)ならびに製 品在 高の減少額 とい うよ うに 区分 したす ぺ
ての費用 種 類 を費用 側に示 し,売 上収 益,中 性収 益,製 品 在高 の増 加額 の
よ うに区分 したす べ ての収 益 種類を収 益側 に示す 。 ゆえ に,損 益 計 算書 の
残 高は当該期間の総成果(Gesa皿terfotg)とい うこ になる。 これで,財 務
簿記の手続は完結す る。だが,財 務簿記は残高 として総成果を算申す るが,
原価負担者ないし原価負担者グループごとの原価や収益は表示しない。費
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用種類や収益種類に損益計算上区分す ることは,年 次決算(JahresabschluB)
の法律的要請に相応す るものである。
これが,二 元組織における財務簿記の決算へ至 る手順である。 さらに,経 営
簿記は次の ように別個の計算手続でお こなわれ る。
師
bb)経営簿記
1)ク ラス4の 勘定は,ク ラス9の 勘定へ の振 り替えのために,す でに締め
切 られている。そ こで,経 営簿記は決算を実施す る際 に財務簿記か ら必要
な数値を"借 用"し なければな らない。すべての原価種類,製 品在高,販
売収益が これに属す る。 クラス4の 原価種類は,部 門費振替表を用 いて,
クラス5の 各原価部門勘定へ配分 され る。 クラス5へ の部門間接費の記入
な らびに クラス5の 諸勘定へ の借記の際には,一 元組織 のよ うに クラス4
に一括して対照記入がお こなわれないので,ク ラス9の 経営決算勘定(be-
trieblichenAbschluBkonto)に対照記入 がな され る。 こ うした対照記 入 は 貸
方にお こな う。 したがって,す べての間接費 と部門費振替表に依 らずに把
握 された直接費は,経 営決算勘定 の貸方に記入され る。
2)ク ラス5か らクラス6,7を 経て売上勘定 までの計算は,一 元組織 と同
様におこなわれ る。繰 り越 された半製品や製品の期首在高は,ま た経営決
算勘定に貸記 され る。 クラス8の 勘定 の貸方 に生ず る期末在高,売 上収益
は経営決算勘定の借方 に記入 され る。 また,売 上勘定 ないし経営成果勘定
の残高は,経 営決算勘定へ対照記入がお こなわれ る。
3)し たが って,経 営決算勘定は貸借が一致し,残 高は発生しない。成果算
定は財務簿記においてすでに終 了してい るので,経 営簿記ではお こなわな
いo
以上が二元組織(対照勘定組織)における財務簿記と経営簿記の手続である。
対照勘定組織においては,経 営決算勘定がきわめて重要な役割を果している。
経営決算勘定は,図 皿からも明確なように,そ の内容は損益勘定とは反対側に
a8
現われる。それがゆえに,こ の組織は 「対照」勘定組織と称 されるのである。
もちろん,経 営決算勘定は原価や収益の総額のみを示すのであ り,その細 目は
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図m経 営 決 算 勘 定
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表示しない。 また,ク ラス4(原価種類勘定)の残高の合計額 とクラス5(原価
部門勘定)で計算された金額の合計は一致す るので,すべての原価種類勘 定 は
あらゆる原価部門勘定と対照の関係になっている。
この対照勘定組織は㍉別個の計算組織である財務簿記と経営簿記 とを対照勘
定で接続することに最大の特色がある。
血)経過勘定数織
二元組織のいまひとつの形態は,経 過勘定組織である。 この組織 もまた財務
簿記 と経営簿記は別 々の計算サイクルのなかでおこなわれる。そして,こ れら
両者を結合することによって総体簿記が形成され る。経過勘定組織では,財 務
簿記 と経営簿記の結合は対照勘定組織の対照勘定にかわって,経過勘定(Uber-
gangskonten)によっておこなわれ る。 この場合,財 務簿記においては経営簿記
のある勘定が,経 営簿記においては財務簿記のある勘定が,そ れぞれ経過勘定
として用いられ る。経過勘定組織は,い くつかの形態を挙げることが可能であ
　
る。以下の記述は,そ の一例である。
「経営簿記ではクラス4-7の勘定を使用する。財務簿記の経過勘定である
経営勘定には,経 営簿記の材料費,労 務費,経 費を順に記入する。 また,経
営簿記上の経過勘定である営業勘定 には,販 売された製品の製造原価(クラ
ス7)ならびに売上勘定に記入された財務簿記上の管理間接費や販売間接 費
などを記入する。 したがって,給付単位計算上の損益計算は財務簿記におい
て実施されることになる。」
ただ,経 過勘定を使用すると,非常に多 くの複式記入が必要 となるので,記
帳作業が増加す るのが欠点である。だが,次 のような場合にのみ,高 い有用性
一一財務簿記と原価計算の関連性について一一
伽
が認められる。
1)財務簿記 と経営簿記の場所的な分離が存在している場合
2)数 個の工場簿記が必要である場合
3)
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原価計算の勘定的処理が財務簿記に対して広範な関係をもっている場合
ゆえに,上記以外の場合には経過勘定組織は単に煩雑さだけをもたらすのみ
であるかもしれない。
3.一 元組織 か,=元 組織か
以上,概 括的ではあるが一元組織 と二元組織について ヴェーエの説明を紹介
してきた。だ が,両 方の組織に同様の有用性があるわけ ではない ようである。
一元組織では,経 営簿記の勘定が財務簿記のなかに組み込まれてい ることが
最大の長所であ る。その反面,そ れは財務簿記 と経営簿記とい うまった く異な
る次元の二つの簿記体系を混合す ることになる。 したが って,そ れぞれ の簿記
体系固有の目的を果たす ことが困難である。ゆえに,次 に紹介す る ようなシ ュ
の
ナ イダー(Schneider,E)の批判 も納得できるところであ る。
「内部領域におけ る価値形成を勘定 の上で把握す ることを営業 簿記 に 組 み
込む ことに より,… 略…完全に異なった特徴をもってい る計算制度 の2つ の
部分 が,相 互に混同され る。営業簿記は根源 となる簿記であ り,法 的な制約
を うけ る事実 を記録する。それ に対 し,内 部領域におけ る諸過程を計算的に
写像す るもの としての経営計算は,そ れを実施す るためには,計 算制度の他
の部分(統 計,原価計算や計画)か ら引き継がれねばな らず,そ して部分 的 に
は仮構的な性格を もつ ところの,一 連 の仮定を もつ ことを余儀な くさせられ
る。 それゆえに簿記のこの2つ の部分は,全 く異な る次元のものであ る。 こ
の理由のみか らで も,一 元的システムは 目的に合致しない ものとみな されね
ばならない。」
要す るに,シ ュナイダーは外部領域の諸過程 を記録す る勘定体系(財務簿記)
と内部領域の諸過程 を記録す る勘定体系(経営簿記)と を結合す るこ と自体 に
無理があ ると述べてい る。 こうした無理から生ず る困難性を打解す るためには,
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必然的に二つの計算体系を独立 させなければならない。 この ことから,財 務簿
記 と経営簿記の分離が計 られ るに至 り,二 元組織 が提案され る よ うに な った
のであ る。 ゆえに,一 元組織 と二元組織 とは 同レベルで考えられ る の で は な
く,む しろ一元組織の欠陥が二元組織を創出した とす るのが 自然であろ う。だ
が,上 述 した ヴェーエの一元組織は,シ ュナ イダーが穏健一 元 組 織(moderate
MOnisu・)と呼んでい るものであ る。すなわ ち,ヴ ェーエの一元組織では,簿 記
的に原価部門計算をお こなっていない。 これは,部 門費振替表を用いて実施さ
れ うる。原価部門計算は原価管理に役立つので,こ れを簿記的に実施す るより
も部門費振替表を用いたほ うが,概 観性ないし単純性 とい う側面です ぐれてい
る。 しか し,た とえ一元組織内でこうした改善がお こなわれたにしても,シ ュ
ナ イダーの一元組織に対す る批判に反論する余地を見い出す ことはできない。
こ うした観点 から,二 元組織が提案され るのである。二元組織の利点をシュナ
　
イダーは次の ように述べてい る。
「ここに(二 元組織に一一筆者)内 部計算 と外部計算 とが協働 す る1つ の形
態が実現 され ている。すなわち,計 算制度のそれぞれ の分肢が,他 の計算制
度の分肢を妨害す ることな く,分 肢間の論理的かつ有機的 な結合を阻害する
ことな く,そ れぞれ が解決 しなけれぽならない課題に照 らして構成 され うる
のであ る。」
ゆえに,二 元組織は一元組織を凌駕す るものであ ると言える。事実,こ の数
+年の聞にますます財務簿記と鮭罐 記はその類 的関係醜 く傾眺 ㌶ 。
こ うした会 計組織 上 の分 離は,工 業 コンテ ン ラー メン(lndustriekontenrahmen)
に よって可能 にな った。 原価計 算 目的 を遂行 す るた めの勘定体 系は きわ めて複
雑 な ので,経 営 簿記は必 ず し も勘定形 式に拘 束 され るもの ではな く,表 形 式で
お こなわれ る よ うに な って きた。 この意味 で,経 営 簿 記は一 覧表 な どに よって
実 施 され るので,む し ろ経 営計 算(Betriebsabrechnung)と呼称 され る傾 向 が 強
まって きてい る。
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皿.お わ り に
本稿では財務簿記と原価計算とがいかに結びついているかを ドイツの会計制
度に基づいて考察するために,一 元組織 と二元組織について言及してきた。
まず,内 部過程 と外部過程の両会計が有機的に結びつ く場合には,そ の形態
として一元組織 と二元組織を列挙することができた。さらに,内 部過程の会計
と外部過程のそれは共に企業会計の必須の部分であ り,企業活動を計数的に記
録するとい う共通の任務を有していることも論じた。だが,こ の両者はそれぞ
れ本質的にその性質を異にし,計算記録に際して別個の組織(一元組織よりも二
元組織)を必要 としたのであった一一問題1)の結論。
こうした考察から,内 部過程 と外部過程の会計は企業会計において両輪の輪
の役割を果し,ど ちらを欠いても円滑な会計活動を望むことはできないと結論
することができる。
最後に,こ うした結論を踏まえて冒頭の問題2)を 検討したい。原価計算が
財務簿記と有機的に結びついて経常的に実施される場合,そ れが原価計算制度
と呼ばれることは前述の通 りである。財務簿記 と原価計算 との有機的結合とは,
一元組織 二元組織のいずれかに よって若干の相違が生ずるが,財 務簿記の計
算過程に原価計算の数値が組み込まれることを意味するのである。また,今 日
のように原価計算が期間損益計算 と同様に各種の管理 目的に使用されるように
なると,簿記的機溝 内で処理す るには複雑な問題が混入して くる。この場合,
原価計算は簿記的機構外でおこなわれることになる。 したがって,原価計算と
財務簿記とは,本 質的には期間損益計算の精緻化とい う意味合いで有機的結合
をなすのである。
(注)
(1)Litttet6n,A.C.,AccountingEvolutionto1900,Russell&Russell,1966,
p.320.
(2}佐 藤 好 孝 著r現 代 消 費 主 義 原 価 計 算 の 理 論 』 千 倉 書 房,昭 和44年,4-10頁 。
{3}r上掲 書 』4-7頁 。
98・ 一 経 理 知 ・識 一
{4)『上 掲 書 』7-8頁 。
{5}『上 掲 讃 』9-10頁 。
{6}W6he,G,EinftihrungindieNlagemeineBetriebStvirtschaftslehre,14AWfl
ldge,VerlagVahen,1981,S.866.
{7)Ebd.、S.867.
{8}佐 藤 好 孝 著 『前 掲 書 』21頁 。 図 表 皿 よ り。
⑨W6he.G.,a.a.O.、S.867.
0①Ebd.;S.869.
aD佐 藤 妊 孝 著r前 掲 書 』21-22頁。
.{砂W6he,G・,a・a・O・,S1127・
03}Ebd.,S.1128.
個Ebd.,S.1128ff.
asEbd.,S.1130.
,a⑤Ebd,,S.1131ff.
aTβb4..S.ll32ff.
a8Ebd.,S.ll33.
09久 保 田 音 二 郎 監 修,佐 藤 好 孝 訳rコ ジ オ ー ル 原 価 計 算 一 一 原 価 計 算 と 経 営 簿 記
一 』 千 倉 書 房 ,昭 和38年,・46頁。
⑳ 『上 掲 訳 書 』.48頁。.,
⑳Schneider,E,,lndastrieRechnungszvesen.GrundtagenundGrundfragen,5
Attflage,J.C.B.Mohr,1969.S.186.
宮 本 匡 章 訳rシ ュ ナ イ ダ ー 工 業 会 計 シ ス テ ム 』 千 倉 書 房,昭 和54年,193頁 。
な お.訳 本 は 第3版 の 翻 訳 で あ る 。
㎝ シ ュ ナ イ ダ ー は 経 営 簿 記 と財 務 簿 記 と の 統 合 形 態 を 次 の よ うに 分 類 し て い る。
1.急 進 一 元 論
2.穏 健 一一元 論'
3.二 元 論
'
さ ら に,二 元 論 を 二 つ の 形 態 に 分 類 し て い るが 本 稿 で は 言 及 し な い 。
Schneider,E,a.a.O.,S.178ff.
宮 本 匡 章 訳 『前 掲 訳 書 』186-210頁。
㈱Schneider,E,a.a.O.,S,202.
宮 本 匡 章 訳 『前 掲 訳 書 』210頁 。
00W6he,G.,EinfahrungindieAilgemeineBet.riebszvirtschaftstehre,15止りc
iage,VerlagVahlen,1984,S.1188.
㈱Ebd.,S,.1187.
